
こども計画の策定について
～こどもが主役のまち はつかいち宣言の推進～

資料３



1.こども計画の概要

　□策定の経緯（こども基本法の制定）

                                             R5.4～
　　                                   こども計画の策定が市町村の努力義務に

R5.3月まで R5.4月～

○こどもに関する法律は、個別に存在
　教育基本法
　児童福祉法
　子ども・子育て支援法
　子ども・若者育成支援推進法
　子どもの貧困対策の推進に関する法律
　少年法など　　あるも。。。

児童虐待、貧困の連鎖など
こどもの権利保障が不十分
→若者の中で生み、育てたい意欲の低下
→少子化の深刻化

○こども基本法の制定
全てのこどもの権利を総合的に守る法律

基本的理念
①個人の尊重、基本的人権の保障、差別的扱
   いの禁止
②適切な養育、生活の保障、愛され保護される
   権利
③こどもの意見表明、社会参画機会の確保
④意見の尊重、最善の利益の考慮
⑤こどもの養育の第一義的責任は家庭、十分な
  環境下にない子どもの養育環境の確保
⑥家庭や子育てに夢を持ち、子育てに伴う喜び
   を実感できる社会環境の整備
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1.こども計画の概要

　□目的

国のこども大綱で掲げる『こどもまんなか社会』※の実現を目指す。

　  全てのこども・若者が、日本国憲法、こども基本法及びこどもの権利条約の精神にのっとり、生涯にわたる人格
 形成の基礎を築き、自立した個人としてひとしく健やかに成長することができ、心身の状況、置かれている環境等
 にかかわらず、ひとしくその権利の擁護が図られ、身体的・精神的・社会的に将来にわたって幸せな状態（ウェ
 ルビーイング）で生活を送ることができる社会

こどもまんなか社会

　□対象（年齢）

こどもの誕生前～青年期（若者の引きこもり支援や結婚支援も含む。）

『こども』の定義 
・年齢に制限がない。→0～30歳まで
・心と身体の成長の段階にある人を指す。（こども基本法第２条）

　□期間

令和８年度～令和１１年度（４年間）
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1.こども計画の概要

　□こども大綱の内容と市計画の位置付け（イメージ）
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こども大綱

少子化社会対策大綱
　雇用環境の整備、経済的負担の軽減、母子
保健医療体制の充実等、ゆとりのある教育の推
進など

子ども・若者育成支援推進大綱
　子ども・若者の健やかな成長に資する良好な
社会環境の整備、就学及び就業いずれもしてい
ない者への支援など

子供の貧困対策に関する大綱
　教育の支援、生活の安定に資するための支援、
保護者に対する職業生活の安定と向上に資す
るための就労の支援、経済的支援など

・こども施策に関する基本的な方針
・こども施策に関する重要事項
・上記２つ以外のこども施策を推進する
ために必要な事項

こどもの声や意見をどのように受け止め、
取り扱ったか、フィードバックします
⇒まちづくり等への参画意識を醸成



1.こども計画の概要

　□こども大綱の目標・指標（参考）
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出典：こども大綱説明資料（こども家庭庁）



２.策定スケジュール（予定）

　□主な予定
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
●

● ● ● ●
本体へ

●
こどもMTG報告

●
最終案説明

●
ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

●

現場説明
実施場所調整 実施場所決定

●
実施

参加者募集

●
実施

現場説明
実施場所調整

●
実施

●
さくら祭り

●
環境フェスタ

●
こどもまつり他

令和7年 令和8年
内容

公募プロポーザル

児童福祉専門部会での意見聴取

総合教育会議（教育委員会議）
での意見聴取

議会説明（概要）

パブリックコメント実施

計画書策定（保健福祉審議会答申）

児童会ワークショップ

こどもミーティング（仮称）

困難を抱えるこどもヒアリング
（貧困・不登校等）

各イベントでの宣言周知・声集め

こどもの
意見聴取

大人の
意見聴取


